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一
、
日
時 

６
月
⓱
日
㈯ 

午
前
９
時
（
小
雨
決
行 

雨
天
順
延
）

　
　
　
　

※ 

午
前
８
時
㊺
分
迄
に
会
場
へ
集
合
下
さ
い
。

二
、
会
場　
西
豊
田  

児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

三
、
参
加　
無
料　

申
込
不
要
、
当
日
受
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

　
　
　
　

※ 

用
具
は
主
催
者
が
用
意
し
て
貸
与
し
ま
す
。

四
、練
習
日　
子
ど
も
の
森
公
園
（
藤
崎
町
大
字
福
島
）　　

　
　
　

毎
日
…
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　

   

西
豊
田  

児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　

火
・
木
・
土
…
午
前
９
時
～
正
午

※
両
公
園
と
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
会
員
が
練
習
し

　
　

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

用
具
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
の
補
助
金
は
６
月
15
日
㈭
迄
に
振
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
通
帳
を
ご
確
認
下
さ
い
。
町
老
連
の
分
担
金
を
左
記

に
よ
り
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
納 

入 

額　
六
，
〇
〇
〇
円 （
釣
銭
が
要
ら
ぬ
様
に
お
願
い
）

二
、
納
入
期
日　
６
月
15
日
㈭
ま
で

三
、
納
入
場
所　

 

両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

窓
口

 

女
性
部
長
・
若
手
委
員
長
・
広
報
委
員
長
・
専
門
部
長　
各
位

　

町
老
連 

補
助
金
を
左
記
の
と
お
り
配
布
致
し
ま
す
。     

一
、
受
渡
日　
　
６
月
⓳
日
㈪　

９
時
か
ら
⓾
時
ま
で 

二
、
受
渡
場
所　

老
連
事
務
室
（
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

①
印
鑑
3

3

を
持
参
し
て
下
さ
い
。
②
総
会
資
料

4

4

4

4

の
未
提

　
　

出
の
専
門
部
は
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

          

第
５
回 

老
連
会
長
杯 

ペ
タ
ン
ク
大
会
の
お
知
ら
せ

一
、日
時 

６
月
㉙
日
㈭ 

９
時
～
12
時
（
８
時
30
分
迄
に
集
合
）

二
、
会
場 

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

三
、
チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
３
名
（
男
女
混
合
可
）

四
、
申
込
方
法　
各
単
位
ク
ラ
ブ
に
は
【
白
寿
６
月
号
】
に

　
　

申
込
書
を
同
封
し
、
専
門
部
及
び
女
性
部
は
藤
崎
老
人

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

五
、
申
込
〆
切　
６
月
⓯
日
㈭

六
、
申
込
場
所　
藤
崎
・
常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

七
、
そ
の
他　
運
動
で
き
る
服
装
と
上
履
を
ご
用
意

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

下
さ
い
。

　

①
開
会
式
後
、
藤
崎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
指
導
の
も
と
で
、

　
　

リ
ー
グ
戦
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
実
施
し
ま
す
。　

　

②
賞
品
を
沢
山
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
単
位
ク
ラ
ブ
・

　
　

専
門
部
・
女
性
部
・
委
員
会
等
か
ら
最
低
２
チ
ー
ム
以

　
　

上
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
何
チ
ー
ム
で
も
よ
い
）

一
、
日
時　
6
月
㉑
日
㈬

二
、
ゲ
ー
ム
会
場　
弘
前
市
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
」

　
　

休　

憩　
　
　

桜
温
泉
（
弘
前
市
賀よ
し
た田
）

三
、
日
程
（
往
路
）
常
盤
温
泉
発　
　
９
時
㊵
分

　
　
　
　
　
　
　

     

西
豊
田
温
泉
発　
９
時
㊿
分

　
　
　
　

 

（
復
路
） 

桜
温
泉
➡
四
季
彩
館
➡
出
発
場
所

四
、
会　
費　
二
千
五
百
円
（
ゲ
ー
ム
・
昼
食
代
含
む
）

五
、
締　
切　
６
月
９
日
㈮ 

先
着
㊱
名
で
締
切
（
バ
ス
定
員
）

六
、
申
込
先　
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

３
年
ぶ
り
に
４
月
㉘
日
㈮
午
前
⓾
時
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
一
一
二
名
が
出
席
し
た
。

◆
開
会
進
行　

高
木
洋
一
事
務
局
長

一
、
会
長
挨
拶

　

昨
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
行
事
や
事
業
が
殆
ど
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
�
周
年
・
青
森

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
�
周
年
記
念
行
事
が
続
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

県
老
連
顕
彰
で
町
老
連
か
ら
3
団
体
と
９
人
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ

ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
昨
年
度
の

実
績
報
告
を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、

総
会
・
研
修
・
サ
ロ
ン
活
動
や

ペ
タ
ン
ク
大
会
な
ど
大
変
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
長
さ
ん
初
め
専
門
部
の
部
長

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
方
も
落
ち
着
い
て

き
て
い
ま
す
の
で
今
日
の
総
会

を
皮
切
り
に
、
ぜ
ひ
行
事
の
方

も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
５
月
は
ト
ラ
ン
プ
大
会
、
ま
た
６
月
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
が
４
月
の
集
計
で
、
一
，
〇
七
一
名
で
、
昨
年
よ

り
約
二
〇
〇
名
減
っ
て
い
ま
す
。
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
加
入
の

呼
び
か
け
を
し
て
、
５
人
ず
つ
会
員
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。

今
日
は
３
年
ぶ
り
の
町
老
連
総
会
に
多
く
の
方
が
出
席
し
て

下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
、
議
長
選
出
と
議
案
審
議

　

会
長
の
指
名
で
山
内
誠
一
郎
氏
が
議
長
に
選
任
し
、
議
案

審
議
に
入
り
、
議
案
第
１
号
事
業
報
告 

第
２
号
議
案
で
あ

る
令
和
４
年
度
収
支
決
算
は
一
括
し
て
審
議
さ
れ
た
。

問
１ 

収
入
の
部
で
分
担
金
が
減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
が
？

答
１ 

各
単
位
ク
ラ
ブ
が
減
っ
た
の
で
一
万
八
千
円
減
額
に

　
　

 

な
っ
た
。

問
２ 

専
門
部
会
へ
の
助
成
金
が
減
っ
た
の
は
？

答
２ 

日
本
舞
踊
部
が
休
部
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

問
３ 

若
手
委
員
会
の
活
動
内
容
は
？

答
３ 

行
事
の
補
助
的
な
こ
と
や
各
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
・
委

　
　

 

員
会
独
自
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
質
問
者
よ
り
提
言

　

若
手
委
員
会
は
各
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
助
言
や
情
報
提
供
も

役
割
だ
と
思
う
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
の
活

動
を
し
て
頂
き
た
い
。

　

議
案
第
一
号
・
第
二
号
は
原
案
通
り
承
認
決
定
し
た
。

議
案
第
３
号
令
和
五
年
度
事
業
計
画

・
第
４
号
令
和
５
年

度
収
支
予
算

に
つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認
決
定
し
た
。

三
、
ビ
デ
オ
鑑
賞

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
�
周
年
記
念
式
典
の
模
様
を
ビ
デ

オ
鑑
賞
し
た
。

四
、
交
通
安
全
・
特
殊
サ
ギ
防
止
講
習
会

　

弘
前
警
察
署
福
原
さ
ん
よ
り
、
は
じ
め
に
ビ
デ
オ
で
特
殊

サ
ギ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

⑴
劇 

場 

型
…
…
本
人
と
連
絡
を
取
る

　

⑵
お
金
の
話
…
…
周
り
の
人
に
相
談
を
す
る

　

⑶
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

　
　

①
手
交
型
（
直
接
相
手
に
渡
さ
な
い
）

　
　

②
暗
証
番
号
は
教
え
な
い

　
「
カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
は
」
サ
ギ
で
す

　

続
い
て
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
自
分

の
身
を
守
る
た
め
ぜ
ひ
着
用
し
て
頂
き
た
い
。

◆
閉
会　
⓬
時
に
終
了
し
、
弁
当
を
持
参
し
て
解
散
し
た
。

　

※
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
で
総
会
の
様
子
と
令
和
５
年
度

の
「
こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
計
画
」
を
掲
載
し
た
。　

主
な

行
事
計
画
の
詳
細
は
引
き
続
き
【
白
寿
】
で
掲
載
す
る
。

令
和
４
年
度   
町
老
連
総
会
開
催 

　
　
　
令
和
５
年
度　
こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
計
画

５
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

５
月
⓭
日
㈯

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
・
ウ
オ
ー
キ
ン
ク

５
月
㉛
日
㈬

６
月

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
⓱
日
㈯

ペ
タ
ン
ク
大
会

６
月
㉙
日
㈭

７
月

体
力
測
定

日
時
未
定

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

７
月
⓳
日
㈬

８
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

８
月
㉖
日
㈯

９
月

第
２
回
理
事
会

日
時
未
定

長
寿
顕
彰
・
健
老
の
集
い

９
月
９
日
㈯

⒑
月

役
員
研
修
会

日
時
未
定

⓫
月

全
老
連
全
国
大
会
（
秋
田
）
⓾
月
８
日
㈬
９
日
㈭

⓬
月

中
南
郡
芸
能
発
表
会

日
時
未
定

１
月

新
年
研
修
会

日
時
未
定

２
月

ト
ラ
ン
プ
大
会

日
時
未
定

昔
の
遊
び

３
小
学
校　
日
時
未
定

　
　
　

そ
の
他
の
行
事
予
定

毎
月

老
連
本
部  

役
員
会
・
広
報
委
員
会
・【
白
寿
】
印
刷

９
月

県
老
連
芸
能
発
表
会

９
月
㉘
日
㈭

未
定

中
南
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

日
時
未
定

女
性
部 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
お
知
ら
せ

  

老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

老
連
分
担
金 

納
入
の
お
願
い

町
老
連
か
ら
の
補
助
金
配
付
に
つ
い
て

6　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 木 囲碁・将棋部 12:30
2 金 役員会 10:00
3 土
4 日
5 月 芸能部 12:00
6 火 囲碁・将棋部 12:30
７ 水
8 木 囲碁・将棋部 12:30
9 金
10 土
11 日

12 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

13 火 囲碁・将棋部 12:30
14 水 茶道部 13:00

15 木 老連分担金納入締切日
囲碁・将棋部 12:30

16 金
17 土 老連Ｇゴルフ大会 9:00
18 日

19 月
専門部・委員会へ補助金配布日 9:00
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

20 火 囲碁・将棋部 12:30
21 水 女性部研修旅行
22 木 囲碁・将棋部 12:30
23 金
24 土
25 日

26 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

27 火 囲碁・将棋部 12:30
28 水 茶道部 13:00

29 木
老連ペタンク大会   9:00
【白寿】配布日 ９時以降
囲碁・将棋部 12:30

30 金

若　葉
（初夏）

総会出席の会員
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常
盤
の
巻　
　
其
の
４　
　
　
　
　
　
平
成
⓯
年
４
月

　

常
盤
村
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
は
、
常
盤
の

巻 

其
の
２
で
記
し
た
が
、
無
形
文
化
財
な
の
で
年
縄
の
寸

法
や
清
裸
行
列
の
対
応
に
い
さ
さ
か
の
差
が
あ
っ
た
と
し
て

も
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
変
わ
り
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
が
、
基
準
だ
け
は
一
応
き
め
ら
れ
て
い
る
。

　

絶
対
的
な
こ
と
は
、
締
め
込
み
一
本
の
清
裸
で
あ
る
こ
と

だ
。
こ
の
姿
を
マ
ス
コ
ミ
は
「
常
盤
八
幡
宮
裸
参
り
」
と
報

じ
て
い
ま
す
が
、
正
式
名
称
は
「
常
盤
八
幡
宮
年
縄
奉
納
行

事
」
で
、
年
縄
の
表
記
に
つ
い
て
も
注し
め
な
わ

連
縄
・
標
縄
・
〆

縄
・
七
五
三
縄
・
年
綱
と
い
ろ
い
ろ
な
字
体
で
、
ま
た
「
と

し
な
」、「
と
す
な
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
統
一
さ
せ
よ
う
と
昭
和
五
十
年
、
日
本
国
語
大
辞
典
（
小

学
館
）
広
辞
苑
（
岩
波
書
店
）
青
森
県
方
言
訛
語
（
青
森

県
庁
明
治
四
十
一
年
発
行
）、
青
森
県
方
言
集
（
東
奥
日
報

昭
和
六
年
発
行
）
津
軽
方
言
考
（
松
平
円
次
郎
編  

、
明
治

三
十
四
年
発
行
等
の
資
料
に
よ
り[

年
縄]
「
と
し
な
」
と

昭
和
五
十
一
年
奉
納
か
ら
統
一
を
は
か
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
協

力
を
得
た
。　

後
日
の
調
査
で
津
軽
藩
日
記
の
元
禄
十
丁
丑

年
（
一
六
九
七
）
⓬
月
㉚
日
の
欄
に
「
御
年
縄
の
御
祝
儀
相

成
り
、
御
近
習
代
其
外
引
御
規
式
罷
り
出
で
面
々
登
場
首
尾

好
く
相
済
み
候
」
と
あ
り
、
ど
う
い
う
形
態
で
行
わ
れ
た
か

は
知
る
由
も
な
い
が
三
〇
六
年
前
か
ら
年
繩
の
行
事
が
あ

り
、
年
縄
と
い
う
字
体
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
読
み
方
は
解

ら
な
い
）。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
古
事
記
の
中
に
「
タ手

力

男

ジ
カ
ラ
オ
」
が

「
ア
天

照

マ
テ
ラ
ス
」
の
御
手
を
さ
っ
と
握
っ
て
尻
く
め
縄

4

4

4

4

（
辞

典
に
よ
る
と
、し
め
縄
の
こ
と
と
書
い
て
あ
っ
た
。）と
あ
り
、

し
め
縄
は
天
の
岩
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
年
縄
の
意
味
に
つ
い
て
青
森
県
百
科
事
典
（
東
奥

日
報
）
の
郷
土
史
研
究
者
小
舘
哀ち
ゅ
う
ぞ
う
三
は
「
古
代
の
日
本
人
の

神
と
は
超
人
間
的
な
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
善
悪
両
方
の
神

が
あ
っ
た
こ
と
は
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
に
た
く
さ
ん

見
ら
れ
る
。
従
っ
て
神
は
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
る
が
反
面
お

そ
ろ
し
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
神
を
祭
る
と
い
う
形

で
聖
域
に
鎮
座
す
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
聖
域
を
示
す
も
の

が
社
で
あ
る
が
簡
単
に
区
切
る
に
は
稲
の
わ
ら
を
使
っ
た
。

後
に
そ
れ
を
結ゆ

い
、
白
い
幣ぬ
さ

と
垂し
で

を
下
げ
た
。
こ
れ
は
稲
の

持
つ
霊
力
、
神
の
行
動
を
抑
え
る

こ
と
も
兼
ね
、
そ
の
か
わ
り
に
祭

り
を
行
な
っ
て
感
謝
を
さ
さ
げ
る

と
い
う
二
面
性
の
表
れ
で
あ
る
。

神
社
の
鳥
居
に
七し

め
五
三
縄
を
新
し

く
献
納
す
る
こ
と
は
、
そ
の
力
の

再
生
を
意
味
し
て
お
り
、
各
地
の

産う
ぶ
す
な土

神
に
こ
の
行
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
個
人
的
に
は
自
宅
の
神
棚

を
飾
っ
た
り
安
全
を
願
っ
て
自
動

車
に
飾
り
つ
け
た
り
し
て
い
る
。
と
あ
っ
た
。

館
川
に
福
田
様
と
い
う
頭
の

少
し
禿は

げ
た
第
二
部
の
小
頭
が

い
た
。
こ
の
人
は
先
代
か
ら
の

小
頭
で
、
親
分
が
若
い
の
で
後

見
を
つ
と
め
、
親
分
の
代
理
と

し
て
よ
く
出
か
け
た
も
の
だ
。

親
分
に
も
の
を
言
う
時
に
立
っ

て
言
っ
た
こ
と
が
無
く
、
福
田

の
「
三
つ
指
の
挨
拶
」
を
よ
く

見
る
と
、
若
者
達
が
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
誰
も
が
心
服
し
て
い
た
。

毎
年
春
に
な
る
と
、
黒
石
警
察
署
長
と
黒
石
町
長
の
下
に

南
郡
下
の
消
防
組
頭
の
会
合
が
あ
っ
た
。
黒
石
公
園
内
の
富

士
見
館
で
開
か
れ
た
。
毎
年
福
田
様
が
出
席
し
て
い
た
の
だ

が
、
新
し
い
署
長
さ
ん
が
来
た
の
で
ぜ
ひ
本
人
に
出
席
し
て

も
ら
い
た
い
と
言
う
の
で
、
組
頭
が
小
頭
二
人
を
連
れ
て
出

席
す
る
事
に
な
っ
た
。
当
時
消
防
手
に
と
っ
て
署
長
様
は
最

高
に
偉
い
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
「
ど
う
し
て
物
食
べ
れ
ば

良
い
か
分
ら
な
い
」
と
小
頭
た
ち
は
尻
込
み
し
た
が
、「
吾

の
通
り
や
れ
」
と
三
人
で
出
か
け
た
。
い
よ
い
よ
お
膳
が
出

た
。
親
分
の
通
り
に
や
ら
な
け
れ
ば
…
…
と
横
目
で
見
な
が

ら
食
べ
て
い
た
が
、
ふ
だ
ん
家
で
い
も
類
を
食
べ
た
こ
と
の

な
い
親
分
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、
い
も
の
子
を
煮
た
の
を
箸

で
つ
ま
ん
だ
と
こ
ろ
ツ
ル
リ
と
す
べ
っ
て
お
膳
の
下
に
転
が

し
て
し
ま
っ
た
。
中
々
つ
か
ま
え
ら
れ
な
い
の
で
串
ざ
し
に

し
て
皿
の
上
に
あ
げ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
小
頭
二
人
も
慌

て
て
い
も
を
膳
の
下
に
転
が
し
て
、
箸
に
通
し
て
皿
の
上
に

あ
げ
た
と
い
う
。

帰
っ
て
か
ら
親
分
が
言
う
に
は
、「
わ
、
魚
食
え
ば
、
あ

れ
ど
も
魚
く
う
し
、
飯
食
え
ば
す
ぐ
ど
飯
を
食
っ
て
ま
ね
し

た
も
い
い
ど
も
、
い
も
こ
ろ
が
し
た
の
ま
で
ま
ね
し
て
、
お

か
し
く
て
、
め
ぐ
さ
く
て
…
…
今
度
か
ら
行
が
ね
。
福
田
行

け
ば
一
番
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

親
分
が
若
い
者
達
に
い
つ
も
い
っ
て
い
た
言
葉
が
あ
る
。

―
酒
は
マ
ス
で
は
か
り
、
味
噌
は
目
方
で
は
か
る
。
人
は
年

で
は
か
る
。
年
に
合
っ
た
分
別
で
仕
事
を
し
ろ
―
―
と
。

ま
た
、「
飯
食
う
に
早
い
者
は
仕
事
も
早
く
、
お
湯
に
入

る
の
に
早
い
の
は
、
便
所
も
早
い
」
と
も
い
っ
た
。

こ
れ
に
似
た
話
が
昔
の
軍
隊
に
あ
る
。「
小
便
八
丁
に
ク

ソ
一
里
」
と
言
う
言
葉
で
あ
る
。
兵
士
が
小
便
を
し
て
い
る

中
に
大
隊
は
八
丁
進
み
、
大
便
を
し
て
い
る
中
に
一
里
も
進

む
と
い
う
。
そ
れ
程
日
本
の
歩
兵
の
行
動
は
速
く
強
か
っ
た

と
い
う
た
と
え
で
、
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
れ
ば
、
時
間
を
大

切
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

消
防
中
心
に
、
目
に
浮
か
ぶ
明
治
の
懐
か
し
い
人
影
を

追
っ
て
み
た
。
面
白
く
も
懐
か
し
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
明

治
の
人
影
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完

 

経　
験　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

透

人
は
一
生
の
間
に
数
々
の
経
験
を
す
る
と
思
う
。

私
は
戦
後
の
生
ま
れ
な
の
で
、
第
二
次
大
戦
（
大
東
亜
戦

争
）
の
事
は
知
ら
ず
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
方
々
に
聞
く
の

み
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
し
て
い
る
戦

争
行
為
は
実
際
に
耳
に
し
、
映
像
を
通
し
て
目
撃
を
し
て
い

る
。
そ
こ
で
先
の
大
戦
は
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
の
か
な
ど
と
想

像
を
す
る
。
す
る
と
戦
争
行
為
と
い
う
も
の
は
悲
惨
な
こ
と

で
あ
る
と
マ
ジ
マ
ジ
と
経
験
出
来
る
。
多
く
の
戦
争
経
験
者

が
戦
争
は
い
か
ん
と
い
う
言
葉
が
真
摯
に
感
じ
ら
れ
る
。

経
験
と
い
え
ば
我
々
が
仕
事
を
し
て
い
る
医
療
で
あ
る
が
、

患
者
の
中
に
は
、
特
に
重
大
な
治
療
を
経
験
す
る
方
も
い
る

一
方
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の
所
で
す
り
抜
け
て
命
に
関
わ
ら
ず
に

普
通
の
生
活
に
戻
れ
る
方
も
い
る
。
そ
の
差
の
中
で
は
経
験

者
の
話
だ
っ
た
り
、
医
療
人
の
忠
告
だ
っ
た
り
が
運
命
を
左

右
し
て
、
そ
れ
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
方
達
を
生
存
の

方
向
に
導
く
こ
と
も
あ
る
。
戦
争
に
し
て
も
医
療
に
し
て
も

経
験
を
良
く
感
じ
と
っ
て
生
か
せ
ば
、
非
常
に
有
効
な
も
の

と
な
る
に
違
い
な
い
。

願
わ
く
ば
今
回
の
ロ
シ
ア

⇋
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
は

戦
っ
て
も
結
果
は
ろ
く
な
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
、
医
療
の

様
に
後
遺
症
が
残
っ
て
苦
し
む
前
に
や
め
に
し
た
方
が
良
い

し
、
や
め
て
欲
し
い
も
の
と
心
よ
り
考
え
る
。
今
回
の
戦
い

は
勝
ち
負
け
は
な
く
、
悲
惨
な
後
遺
症
が
残
る
だ
け
で
あ
り
、

一
時
の
満
足
は
、
そ
の
こ
と
を
埋
め
る
に
何
ら
の
役
割
に
も

な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。　

皆
様
は
い
か
に
？

令
和
５
年
５
月
⓭
日
㈯
午
前
９
時
よ
り
藤
崎
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
大
会
は
会
員
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ぶ
り
に
熱
望
さ
れ
て
い
た
大
会
で
あ

る
。
こ
の
時
期
は
農
繁
期
の
た
め
参
加
人
員
㊷
名
と
少
な

か
っ
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

◇
◇ 

川
　
柳 

◇
◇

先
輩
に
学
ぶ　
�　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
二
号 

昭
和  

�
年
度　

㉓

石
動　
弘
一

車
座
に
な
っ
て
花
よ
り
酒
だ
ん
ご

高
木
ア
ツ
子

草
伸
び
て
私
の
身
長
減
っ
て
い
く

工
藤
は
る
か

シ
ワ
も
隠
す
マ
ス
ク
外
せ
ず
美
女
の
ま
ま大

原
タ
エ
子

春
陽
射
し
心
の
窓
を
徐
々
に
開
け

鈴
木 　
て
つ

睡
眠
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
ま
だ
欠
伸

 　

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

135

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
五
回 

④

　
　
春
期
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
結
果
　

順　
位

氏　
　
　
　
名

単
位
ク
ラ
ブ
名

得
点  

優　
勝

成　
田　
鉄　
男

矢
沢
長
寿
会

11 

準
優
勝

泉　
田　
裕　
明

朝
日
町
延
寿
会

11 

３

平　
山　
久　
雄

亀
田
悠
遊
会

10 

４

児　
玉　
雄　
一

伝
馬
喜
楽
会

10 

５

古　
川　
千
九
八

福
島
伯
養
会

8 

６

工　
藤　
　
仁

柏
木
堰
老
喜
会

6 

７

横　
嶋　
正　
信

俵
舛
下
俵
舛
長
寿
会

5 

８

須　
藤　
イ　
コ

本
町
木
挽
町
長
寿
会

5 

９

工　
藤　
義　
夫

柏
木
堰
老
喜
会

5 

10

石　
動　
鐘　
敏

常
盤
養
命
会

5 

　
　
　
　
※
同
点
の
順
位
は
年
長
順
で
決
定

垂（しで）

幣（ぬさ）

現在の常盤八幡宮年縄

優勝 成田鉄男氏（右）

会場風景


